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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 津田昭治 

教則本、バッハ作品の編曲、「学生ギターコンクール」の立ち上げ等に尽力しているギタリストだそうです。

最初は、ヤマハのギター講師からスタートした方だそうでちょっと親近感がでました。話は、学生の頃の話、

ヤマハ時代の話、ウクレレを弾いていることろ話等です。 

ちょっといただく話として、「オパール」の話があります。レーガン大統領がゴルフの際にいいスコアが出

たら「OPAL!」というそうですが、「Old person’s Active Life」の略だそうで。この言葉、どこかで使わせて

もらいます！ 「yakateru オパール・ギター・コンサート」！！ 

 

【（新）話題のアーティスト紹介 マルコ・メロニー】  

バロックギターの魔術師といわれるイタリアのギタリストです。。 

◼ バロックギターというとバロック時代のギターというが、バロック時代にはごく普通のギターだった。

私は、バロックギターがただの古楽のための楽器とは考えていない。バロックギターは音楽のための

楽器だから古い曲だけを弾くわけでない。 

◼ 昔の音楽家が書いた曲には、五線譜に書かれずに捨てられてしまった音、足さねばならない音が沢山

ある。その作業をやれば当時の音楽がまだまだ生きてくると思う。 

◼ 日本の読者へのメッセージ：日本人のギタリストはテクニックはあっても音楽性がないといわれるが、

私の考えはそれとは正反対だ。日本人は生活の中にポエジーを持っている。音楽性ももちろん持って

いる。足りないとしたら、基本的なこと、音楽の歴史かな。私は日本人が音楽性に乏しいとは少しも

思わない。 

 

【クラブ・マリアデュオのインタビュー：多 幸久】 

スペインギターコンクールで 2 位の成績を持つも、現在は、ギタースタジオを持つ喫茶店のマスター。 

もともと、多家は、雅楽の家柄だそうで、平安の時代から続く高貴なお家柄だそうです。 

 

【新 マエストロ養成講座 第１４回】  

今回は、リンゼイの「雨だれ」。習い始めのころ多くの人が発表会で弾く曲ですが、私はどうもあまり

好きになれない曲ですが、少しは曲の魅力が伝わってくるか・・・・・・・ 
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【その他の注目すべき記事】 

◼ 「21 世紀のギター教本：佐藤弘和」： ＃２のシリーズになり、今回は、音価の話。音価の重要性は、そ

の曲に本当に乗っているのかのバロメーターになるような気がします。特に、休符の音価。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：今回はアルゼンチンタンゴの名作「カミニート」です。 

◼ 「ギターのツボ：毛塚功一」：第 27 回はトレモロ編です。特に、音の粒がそろわない等の克服法が紹介

されています。基本は、ゆっくり練習していくことのようです。 

◼ 「ソロギターのためのシンプル・アレンジ講座：竹内永和」：第６回は、マイナースケールの解説で

す。サンプル曲としてシューベルトの「セレナーデ」が掲載されています。 

 

「カルレバーロによるヴィラ・ロボス解説」「リュート奏者、ヴァイス家」のシリーズ等もありますが、この辺

りはまた別のところでしょうかしたいと思います。第 27 号のメインは、そんなところでしょうか。 

また、Guitar dream には、楽譜と模範演奏 CD がついている。今回は、下の楽曲が掲載されている。 

 



 

 


